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（財）都市農山漁村交流活性化機構（まちむら交流きこう） 

東京都知事 登録旅行業 第 2-5925 号 

The Organization for Urban-Rural Interchange Revitalization 

グリーン・ツーリズムポータルサイト 

農家レストランや直売所などの情報が満載！ 

http://www.ohrai.jp/gt 

夏のおすすめグリーン・ツーリズム情報を提供中。

 
■ ふるさと子ども夢学校フェア、大都市圏で開催 ■ 

－子どもの生きる力を育む、農山漁村の宿泊体験活動のススメ－ 
http://www.ohrai.jp/kodomo/ 
 

小学校における農山漁村での長期宿泊体験活動を推進する「子ども農山漁

村交流プロジェクト」（総務省・文部科学省・農林水産省連携プロジェクト）が平

成２０年度よりスタートしました。 

子どもたちの力強い成長を支える教育活動として本プロジェクトを全国に広

げていくため、大都市圏（東京、愛知、大阪、福岡）の全国４会場で「ふるさと子

ども夢学校フェア」を開催します。 

教職員の皆様にとって、“農山漁村での長期宿泊体験活動”の実施に必要

なノウハウが学べる研修や、この取り組みをサポートする農山漁村の受入組織

との情報交換が行えるフェアです。 
 

 

① 東京会場 平成２０年８月２５日（月）１０：００～１６：００ 

会場：ＪＡビル８階国際会議場（東京都千代田区大手町 1-8-3） 

 

② 名古屋会場 平成２０年８月２１日（木）１２：３０～１６：３０ 

会場：名古屋能楽堂１階会議室（名古屋市中区三の丸一丁目１番１号） 

 

③ 福岡会場 平成２０年８月２９日（金）１２：３０～１６：３０ 

会場：天神ビル本館１１階１０号会議室（福岡市中央区天神 2-12-1） 

 

 学校関係者（教諭、教育委員会、保護者）、受入地域協議会

関係者など、当プロジェクトに関心をお持ちの方（事前登録制） 
 
 活動紹介…農山漁村の受入地域協議会による出展・展示、 

セミナー…「子どもが変わる！農山漁村での宿泊体験活動の魅力」 

出 展…当プロジェクトに賛同する企業・団体による 
 

[ セミナーの申込方法 ] セミナーに参加を希望する方は、以下の項目にお答

えいただき、メール（kodomo@ohrai.jp）か FAX にてお申し込み下さい。 

・希望会場（東京会場、名古屋会場、福岡会場の中で選択） 

・お名前・所属・ＴＥＬ・ＦＡＸ・ご住所・E-mail アドレス 
 

主催： 子ども農山漁村交流プロジェクト全国推進協議会／総務省／文部科学省／ 

 農林水産省／(財)都市農山漁村交流活性化機構 （子ども農山漁村交流プロジェクト担当：地域活性化部） 
 

■インストラクタースクールまもなく定員■ 
http://www.kouryu.or.jp/school/ 

 
今年度から自主開講となる「グリーン・ツーリズムインストラクタ

ー育成スクール」（12月 9日～12日開講）が、おかげさまで募集

開始と同時に多くの方から受講の申込みをいただいておりま

す。ご協力をいただいた皆さまには心から御礼申し上げます。 

定員まで残り５名となりましたので、受講を検討されている

方は、正式な申込みの前に、ご一報をいただきますようお願

い申し上げます。 

定員になり次第、募集は終了させて

いただきますのでご了承ください。 

なお、四国開講（高知県を予定）を

現在検討中です。 

四国での受講を希望される方が多くなるようであれば開講に

向けての検討を行いますので、ご希望の方はご一報下さい。 

（グリーン・ツーリズム部） 

ふるさと子ども夢学校について

 

農山漁村（約500地域）において、

小学校の児童を対象に農山漁村の

持つ教育資源を活用した１週間程度

の体験滞在活動を推進するものです。

 

○文部科学省、総務省、農林水産

省の三省連携による児童の農山

漁村交流体験活動の推進 

○特徴は“農林漁家での民泊体験”

○期待される児童の教育効果 

○小学校で行われる当該活動の普及

○安全管理の体制が整った農山漁

村の受入地域の育成 

●内容● 

●参加対象●
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「農林漁家民宿おかあさん 100 選」募集開始 
http://www.ohrai.jp/okasan100/ 

 
平成 19 年度第１回選定として 20 名を選定・公表し、マス

コミ等からの問い合わせも多く、反響の大きい取組となって

おります。 

２年目となる今年度は新たに 40 名程度選定する予定です。

募集期間：平成 20 年 7 月 29 日～9月 4 日 

募集対象：都道府県から選定基準をふまえて推薦のあった方。 

選定基準：“農林漁家民宿おかあさん 100 選”に選定される

者は、国内の農林漁家民宿における質の維持・向上

の普及に係るオピニオンリーダーとなるべき存在であ

り、以下の基準にかなうことを選定条件とします。 

ア．農林漁家民宿として“汎用性”のある取組を行ってい

ること。 *農林漁家民宿として農林漁業を熱心に営み、接客、
食事、またはその他のサービスに関して意欲的な取組を行って

いる。 

イ．都市農村交流等に関して“地域性”のある取組を行っ

ていること。*農林水産物等の地域資源の活用や景観・文化等の
保全に関する意欲的な活動実績、*地域において都市農村交流
のリーダー的な存在としての活動実績 
 

（グリーン・ツーリズム部 
担当：吉岡･濱口） 

 
9 月の「田舎ゆうゆう（悠々）」 
http://www.kouryu.or.jp/ima

ge/ 
 
グリーンチャンネルアグリネッ

トで放映中の「田舎ゆうゆう

（悠々）」。９月の新作の放送は

「おかあさん 100 選（仮）」 

◆木曜日 7:30～8:00  昨年

「農林漁家民宿お母さん 100

選」に選定された、古い民家や 

蔵を利用した宿をご紹介します。 

熊本県南小国町の「農家の宿さこんうえの蛙」河津慶子さん

は、築 120 年以上の蔵を改造した宿泊棟と離れを運営。磨き上

げられた蔵は、落ち着きとくつろぎの空間が作られています。近くの畑

で作る採れたての野菜・雑穀・山菜を使った食事を提供してくれます。 

大分県宇佐市の「百年乃家ときえだ」時枝仁子さんは田舎の

親戚をコンセプトに家族全員でのおもてなしを提供。自家製の

野菜をお客様と一緒に収穫して調理を行っています。古民家を

活用して農家レストランも営んでいます。 

番組の最後にプレゼントのお知らせもありますのでお楽しみに。 

なお、月曜日 12:30～13:00 には田舎ゆうゆう（悠々）「ユニバ

ーサルツーリズム「希望の丘」」、火曜日 12:30～13:00 と金曜日

7:30～8:00 にはおいしさ出会い旅「秋田・人と味の巡りあい」を

放送しております。 （広報情報センター部） 
 

■ ９月の市町村長と語る旅は「森林セラピー」 ■ 
 
着地型旅行「市町村長と語る旅」９月は「森林セラピー」をテーマに島根県飯南町で実施し

ます。 

森林セラピー拠点を持つ島根県飯南町で、飯南町長や実際に活動している現場のスタッ

フ等と着地型旅行についてディスカッションをする機会を設けています。 

実施日：2008 年 9 月 2 日（火）～3 日（水） 

詳しくは、担当までお問い合わせ下さい。 （担当：プロジェクトきこう部） 
 
■ 平成２０年度 jp.都市農村交流推進協議会現地研究大会開催 ■ 

 
当協議会では都市住民に加え、外国人を対象とした受入れの取組み活動をも検討を考え

ております。今年の大会は「YOKOSO!JAPAN トラベルマート 2008」(横浜)で開催し、都市と

外国人のニーズを検証し、都市と農村の交流の発展、拡大に役立てていきます。 

【集合・研究会・宿泊場所】ヨコハマプラザホテル 

【日程および会場】 

平成 20 年 10 月 23 日(木) 

14:00～17:00 YOKOSO!JAPAN トラベルマート 2008 秋 視察 

18:00～20:00 交流会及び宿泊 (ヨコハマプラザホテル芙蓉の間) 

平成 20 年 10 月 24 日(金) 

09:00～12:00 外国人観光バイヤーの動き等の研修 

13:50～15:00 記念講演(佐藤喜子光:元立教大学大学院観光学研究科教授、現平

安女子大学国際観光学部部長 教授) 

15:10～16:00 実践事例(寺田明司:秋田県美郷町ふるさと観光大使、立正大学講師)

16:00～17:00 今後の jp.協議会の活動強化について 

【負担金】１名当たり 13,000 円（宿泊料､交流会、資料代が含まれます。） 

【参加対象】ｊｐ．都市農村交流推進協議会会員、農林水産省担当官、中央並びに都道府県

関係団体役職員、都道府県関係職員 

【主催】ｊｐ.都市農村交流推進協議会 

（jp.都市農村交流推進協議会担当） 

■ お問い合わせ先 ■ 

TEL ０３－３５４８－までは共通

代表（総務部）………… 2711

プロジェクトきこう部…… 2712

グリーン・ツーリズム部 

（体験民宿）……… 2714

（スクール）……… 2715

広報情報センター部… 2716

地域活性化部……… 2718

山村再生……………… 2726

子ども農山漁村交流ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

… 2713

FAX  ０３－３２７６－６７７１ 
 
 
○まちむら News に関する事に

ついては広報情報センター部

までお問い合わせ下さい。バッ

クナンバーは、 

www.kouryu.or.jp/mmn/ 
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農林水産関連情報アグリネット
http://agrinet.tv/ 

スカイパーフェクトＴＶ、 
またはケーブルテレビ等にて 
無料でご覧いただけます。 

  




